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ＲＡ協議会  第２回年次大会 大学セッション  

２０１６年９月２日（金） 

 

～スキルプログラム専門員会～ 
 

教育セッション「プレアワード」 
Beginner向け 
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福井駅前ＡＯＳＳＡ 

小会場Ｄ（研修室605）にて 
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本教育セッションのポイント 

★大学の現状および戦略にもとづき、効果的な 

  外部資金獲得の基礎知識を習得する 

 ＜具体的には＞  

 ・外部資金情報の収集 

 ・プロジェクトの企画立案支援 

 ・内部折衝・調整 

 ・申請資料作成支援など 
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本日の内容  

１．RAの真価発揮のポイント 

２．現状の調査分析・研究戦略・国の施策制度等
調査 

３．外部資金制度の基礎知識 

４．事前準備・学内承認等  

５．公的資金申請書作成支援（計画・作成・ヒアリ
ングまで） 

６．審査委員心理の把握 

７．採択率を上昇させるコツ１２（ビギナー向け） 
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１．RAの真価発揮のポイント 
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教員・研究者から気づかされたこと 

• 大学等の戦略を踏まえ、資金制度への効果的な応募について 

  企画提案する余裕がない 

• 研究課題の設定から間違えている研究者が多い 

• 書類の作り方が苦手な研究者が多い⇒独りよがりになりやすい 

• 募集の趣旨や要項等を熟読・理解する時間がない 

• 専門家以外に自身の魅力を分かりやすく説明することが不得意 

• 文章-構成が苦手で、何をやりたいのかよくわからない 

• 説明が冗長になりやすい、聞かれていることに答えない 

• 事務作業に不向きな人が多い（天は二物を与えず！） 
• 多忙で時間的余裕がない 

• 情報検索及び他の研究者・機関の動向調査の経験不足 

• 2~3回不採択が続くと、へこんでしまう 

   

       RAの活躍機会が増大している      
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論文と申請書との違い 

• 論文： 書き手の研究成果などを理路整然と書く   

      ※おもしろく読めるか、読み手の基礎知識が   

        どの程度あるかは問われない 

        （過去の結果について書く） 

 
 

• 申請書： 審査委員に対して、研究の意義、方法論等 

       を正確でわかりやすく説明する 

       ※商品と同じように品質管理をし、読み手に  

        心配りをしなければならない 

       ※そもそも書き方を教わっていない。専門外 

        の方に自身の研究を説明する機会がない 

        （未来の不確実な内容について書く） 
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RA・事務職員の優位な点 
• 論文は、よいものも、わるいものも、流通しているので、
取り寄せてマネすることができる 

 

• 科研費の調書は、よいものも、わるいものも流通して
いないので、他人の物を参考にすることができない 
⇒自分で工夫して、試行錯誤するしかない 
 

• RAは、過去にさかのぼって、大学の調書のすべてに
アクセスでき、審査結果を把握できる 

 

• 良いものも悪いものも、大量に読めるのがメリット 

  ⇒パターン認識ができる 
   

特に、科研費に関する情報量でRAはあっとう的に有利 
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RAの真価発揮のしどころ 

研究の「すばらしさ」 
申請書に記載 

されている 

すばらしさ 

読み手に 

伝わった 

すばらしさ 

・そもそも研究者が認識していない 

・わかっているが書いていない 

 

・説明の不足 

・説明方法の不備 

研究者の気づかない魅力を引く出し申請書に反映する役割 
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２．現状の調査分析・研究戦略 

・国の施策制度等調査 
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大学等の現状・将来構想および環境分析 
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１．大学等の経営戦略（研究戦略等）を熟知する 

   資金獲得の重視度とベクトル・方向性・国際化等 

 

２．大学等の希少資源について理解する 

   研究分野、施設設備、資史料、ノウハウ等 

 

３．国の施策（省庁が推進したい）トレンドを知る 

   NISTEP、JST研究開発戦略センター  

    ライフ・グリーンイノベーション、各種連携、人工知能 

     PEST分析 

 

４．他大学等との比較、ベンチーマーキング 

   科研費等研究資金獲得状況、分野別論文数・引用数等 
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散布図（論文数－科研費採択） 
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平成25年度科研費採択件数（新規・継続課題）
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平成25年度科研費配分額（新規・継続課題）

神戸大学

東京大学

京都大学

東北大学

大阪大学

九州大学

名古屋大学

北海道大学

筑波大学

慶應大学

東京工業大学

広島大学

決定係数ｒ2=0.963 決定係数ｒ2=0.975 

論文20-25本に対して科研費１件採択されている。この結果から将来の採択期待値がわかる 
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出典：「サイエンスマップ2010＆2012」 
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出典：「サイエンスマップ2010＆2012」 

文部科学省 科学技術政策研究所 
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研究費制度改革 

 総合科学技術会議（2012-2014年） 

 「科研費をはじめとする競争的資金の有効性等を改めて分析し、
競争的資金全体の制度設計を総合的に検証する必要性が指摘
された。」 

 「近年、論文数や優れた論文に占める我が国の国際的なシェア
の低下などの傾向が確認されてており、これまでの施策が研究
力強化に必ずしもつながっていないとの指摘」 

 「科学技術イノベーション総合戦略」2013年6月 

  ★競争的資金制度の再構築が必要 

  １．研究者にとってわかりやすい制度体系を保つ 

  ２．分野の大括り化や新陳代謝等が可能となるようにする 
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研究費制度改革 つづき 

 文科省科学技術・学術審議会学術分科会（2014年8月） 

 基盤的経費と競争的資金の両面で大学の教育研究を支えるという
考え方に基づく「デュアルサポートシステム」が機能不全に陥って
いるのではないか 

  （科研費とそれ以外の資金の制度改革の提案） 

 経産省産業構造審議会産業技術環境分科会（2014年6月） 

  運営交付金の減額および競争的資金の増額の結果、基礎研究
の多用性が失われているとの指摘 

  ①研究時間の圧迫、②特定領域への研究資金集中、③目先の
研究資金が獲得しやすい研究への偏り等 
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経常費補助金・運営交付金も削減トレンド 
 （ただし、経費そのものは増加傾向） 

 ※経常費のうち、研究活性化・設備整備は46億円 

  

 経常費補助金トレンド      運営交付金トレンド 
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外部資金の種類・特徴を知る 
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１．省庁・研究開発法人からの研究資金（委託費・補助金） 

   JST，NEDO，AMED，文科省，経済産業省，農水省，総務省等 

２．科学研究費助成事業（預り金） 

   文科省研究種目（基盤研究・若手研究・挑戦的萌芽、研究活動 

    スタート支援、研究成果公開促進費、国際共同研究加速基 

    金等）、代表・分担、基金・補助金、繰越・調整金、併願・最終 

    年前年応募等 

３．厚生労働省科学研究費補助金 

４．地方自治体等からの研究資金 

５．研究助成財団からの研究助成金（預り金） 

６．経常費補助金・運営交付金による研究資金 
   私立大学研究ブランディング事業等 

７．企業等からの受託・共同研究費 

８．企業等からの寄附金   
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関連情報の収集 
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★プレアワード業務には効果的な情報収集スキルが必須 

 １．省庁および資金配分機関のホームページ 

 ２．日本の学術論文検索サイトCiNii 

 ３．科研費データベース 

 ４．外国語論文データベース 

   Web of Science, Scopus，PubMed等 

 ５．大学情報誌 

 ６．日経テレコン 

 ７．総務省統計局 

   国勢調査，人口推計，人口移動，家計消費状況調査， 

   消費者物価指数等 

 ８．日本能率協会マーケティング・データバンク 

 ９．政府刊行物センター（虎ノ門） 
   政府白書，統計書 

 10．国立国会図書館 
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研究者（グループ）の意向を知る 
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１．目指す方向 

   創出したい研究成果、成果のタイプ、 

   商業化（知的財産化） 
 

２．連携・人材の確保 

   大学連携、企業連携、共同研究者、支援者等 
 

３．必要資金 
    

４．必要設備・スペース 
 

５．事前準備の状況（研究等の下地） 

１．目指す方向 

   創出したい研究成果、成果のタイプ、 

   商業化（知的財産化） 
 

２．連携・人材の確保 

   大学連携、企業連携、共同研究者、支援者等 
 

３．必要資金 
    

４．必要設備・スペース 
 

５．事前準備の状況（研究等の下地） 
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研究者にふさわしい資金制度を紹介する 

１．研究者（グループ）が実施したい内容と整合する 

  資金制度か 

２．過去にどの程度の課題が採択されているのか 

  研究者のテーマでは、内容・規模・成果・参画メン 

  バーの点で、過去の採択テーマとの間に違和感 

  はないか 

３．本研究の必要性・重要性を高く評価してくれるか 
 

★採択件数が１~２件と極端に少ない公募は応募を
見送るべし。話がついているケースが往々にある 
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募集要項を熟読し、要件違反 

にならないよう配慮する 
１．資金配分機関の達成目標と合致するか 

２．対象となる研究分野や市場が指定されていないか 

３．研究（開発）のフェーズ・ステージが合っているか 

４．どのレベルのどのような成果が期待されるのか 

  学術的インパクト、恩恵を受ける人の数、市場規模、
投入する費用に対する経済効果、など 

５．助成対象機関、パートナー・アライアンスの有無 

６．その他のしばり 

  設備、資金拠出、企業研究者参画、外部評価の導入、 

  知的財産権保有など 
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研究開発型ではステージを必ず確認 

基礎研究 実用化研究 製品化・市場化研究 

研究開発ステージ 

時間 
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実証研究 FS研究 FS研究 
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不明なことがあれば 

★不明な点があれば、資金配分機関に聞いてみる 

  ※意外と親切に対応してくれる 

 

★申請書の添削まで面倒をみてくれる場合もある 

  ※但し、公募開始後は難しくなる場合がある 
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３．外部資金制度の基礎知識 
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公的資金採択に係る一般的流れ 
１．募集情報公開 

 ・公募要項，申請書フォーマットがダウンロード可能に 

 ・場合により、説明会が実施される 

  ※事前の相談は可能  

２．申請書の作成     

３．申請書提出（応募締切日まで） 

 ・申請書を提出（e-RAD等の電子申請もある）。場合により、補足資料，財務状況書類等を提出。     

  ※電子申請の場合には、機関承認が必要な場合がある。当然、期限を守らなければならない。 

  ※募集要項に記載されている点が申請書に反映されているかチェックする。経費の計上方法が正しいか確認。 

４．場合により、ヒアリングの実施 

５．採択結果の通知 

  ・採択の場合、採択決定通知が出る。採択に対して条件を付けられること往々にしてある。 

  たとえば、資金の減額交付、研究内容の追加等の変更など。 

 ・交付の説明会が開催される場合がある。 

   ※資金配分機関の担当者に挨拶し、注意事項を確認したほうがよい。 

６．交付申請書の提出と契約書の取り交わし 

 ・採択の条件を反映させた交付申請書を作成し、提出する。 

  ※本交付申請書をベースに研究を進めることになる 

 ・契約書を提出する。内容はほとんど変えられない。 

  ※研究期間として指定されている期間内の費用が支払いの対象となる。 

 ・間接経費，一般管理費が適切に計上されていることを再度確認する。 

７．研究計画の遂行状況の管理 

 ・研究費が予定通り使われているか（特に、固定資産，出張，成果報告会等） 

 ・研究成果が出ているか 

 ・予算未達成とならないか 

 ・マスコミ発表の際には、事前に資金配分機関に報告・了承を得ているか 

 ・論文発表等には、謝辞に資金配分機関からの支援のことが書かれているか 

８．報告書の提出 

 ・予算の報告 

 ・研究成果の報告 

９．確定資金の振り込み・差額調整 
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資金ごとの特徴・留意点 

Copyright Yoshiaki Ozawa, 2016.   All rights Reserved. 28 

 ★委託費ｖｓ補助金 
          ＜委託費＞        ＜補助金＞ 

 事業主体       国           補助事業者 

 配分方法     委託契約         交付決定 

 配分先        機関       個人、グループ、期間等 

 固定資産帰属    国           補助事業者 

 知財帰属       国           補助事業者 

          （バイドール適用可） 
 法規・ルール  国の会計基準      補助金適正化法 

           事務処理要領     資金配分機関の要領 

           補助金適正化法    補助事業者の規程 

                         補助事業者のルール 

   消費税     人件費等に加算   人件費等に加算なし 
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補助金適正化法 

１．目的： 
 ①補助金等の交付の不正な申請及び補助金等の 

   不正な使用の防止 

 ②補助金等に係る予算の執行並びに補助金等の 

   交付の決定の適正化 

２．内容： 

 ①大きな内容変更が生じた場合には、承認を得る 

 ②他の用途への使用 

 ③財産処分の制限 
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競争的資金ｖｓそれ以外の資金 

★競争的資金 
 資源配分主体が広く研究開発課題等を募り、提案された課題の中
から、専門家を含む複数の者による科学的・技術的な観点を中心とし

た評価に基づいて実施すべき課題を採択し、研究者等に配分する研

究開発資金。目的や研究開発対象が類似する競争的資金制度につ

いて整理統合が促進され、18制度(26年度)に。 

 ※「競争的資金」では、原則として間接経費３０％が措置される。 
 

★それ以外の公的資金 
 公募による研究費を含む、大学等が公的機関から得る研究資金。 

 ※直接・間接経費の使途、事務処理等のルールが競争的資金と 

   異なることが多い（事前の経費計画をより緻密にする必要あり）。 

 ※間接経費・一般管理費の配分割合や使途の報告等が異なる。 
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受け入れ不可能な案件とは 

１．大学等の戦略に合致しない 

２．応募資格がない（応募の承認がとれない） 

３．研究実施場所（スペース）が確保できない 

４．精算払い予算の場合、資金が確保できない 

５．機器備品を期限内に発注・納品できない 

６．購入機器備品の導入にあたり、床の耐荷重を 

  オーバー、搬入できる大きさを超えている 

７．電気・水道・ガス等の工事対応が不可能 

８．振動、騒音、防爆等の処置ができない 

９．研究者がエフォートオーバー 

10．危険物等の安全・衛生管理上の対応不可能 
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研究経費の種類 

１．直接経費 
  ・研究成果を育むための直接必要となる経費 

  ・研究成果を発表・管理するための経費 
   ※直接経費の未達成は問題になることも   

２．間接経費 
 ・研究実施に伴う研究機関の管理等に必要な経費。 

   直接経費に対して一定比率で配分される。 

   科研費等の競争的資金では、直接経費の30％相当 

  ・競争的資金とそれ以外とでは使用ルールが異なる。 

   ・直接経費で支出すべき内容を間接経費から支出できない。 

   ・証拠種類の保管が求められる。  

３．一般管理費 
  ・管理経費（直接経費の一定割合）、証拠書類不要 
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精算払い・概算払い 

１．精算払い 

 当該年度の支出をすべて自前予算で執行し、

会計年度終了後の確定検査ののち、研究経費

の支払いがなされる。 
 

２．概算払い（一括・分割） 

  事業開始とほぼ同時期または少しあとに、一
括または分割で予算計画に応じて経費が支払わ
れる。剰余予算は確定検査ののち返金。   
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予算費目計上の注意点 
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１．公募要領を熟読し、含めてはいけない経費を除外 

２．直接経費・間接経費・一般管理費の区別 

３．間接経費・一般管理費の額を大学ルール通り計上 

４．委託費の場合、消費税を上乗せして予算を計上 

５．研究遂行内容から説明のつかない経費を含めない
６．研究経費を費目間で大きく偏らせない 

７．大きな経費は見積もりをとり、型番まで記載。端数 

  まで記載する。 

８．成果の改善・発表・利活用促進等の費用も計上 

９．事業化プロジェクトでは知財費用も計上 

10．費目間流用の限度を知り、研究者に確認を行う 

11．予算を削られた際の対策を考えておく 
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申請上配慮しなければならない事項 
＜法令・コンプライアンス等＞ 
 １．利益相反      

 ２．安全保障輸出貿易 

 ３．生命倫理等 

 ４．実験動物等 

 ５．個人情報保護 

 ６．生物多様性条約 

  ※名古屋議定書よる海外遺伝資源問題 

 ７．危険物（劇物・薬物・可燃物）・高圧ガス・放射線等の安全管理 

 ８．弱い立場の人の保護 

 ９．過度の集中・不合理な重複 

＜知的財産権・データ・成果の取り扱い＞ 
 １．知財の帰属・資金負担・運用方法（マテリアルを含む） 

 ２．秘密保持 

 ３．データ・成果の公開 

 ４．ランダムサンプリング（標本の無作為抽出） 
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エフォート率 

＜１週間で考えてみる＞ 

生産的活動に充てられる時間 

 月~金： 

 12時間×５日=60時間 

 土~日：合計10時間 

 合計70時間 

※仮に、週当たりの当該研究
従事時間を７時間とすると 

  エフォート率は１０％となる。 

30%
35%

20%
15%

当該研究課題

その他の研究活動

教育活動

管理運営等

エフォートとは、「研究者が有する生産的活動に充てられ
る時間を１００％とした場合の当該研究の実施に費やす時
間の割合」を示す 

（研究代表者の場合、１０~３０％程度が妥当） 

イメージ 
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４．事前準備・学内承認等 
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事前準備の方法 
１．獲得を目指す資金制度を念頭におく 

２．研究者に関連の業績を積んでもらう 

３．必要に応じ、研究グループを形成し、研究体制を 

  構築する（場合により参画交渉や連携協定、知的財 

  産の取り扱いや秘密保持等の契約も準備） 

４．支援者も含めた暫定チームを編成する 

５．事前研究に着手する（定期的な打ち合わせも） 

 ※コミュニケーション上の問題が生じないよう配慮する 

６．学内等からプロジェクトの承認や支援を受ける 

  （可能であれば大学方針にのせてもらう） 
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ヒアリング等の学内選考への対応 

大学の資源を利活用する場合や大学を代表して大型
の公的資金制度に応募する際には学内審査（ヒアリン
グ等）の選考が往々にして行われる 

＜対応＞ 

 １．プレゼンテーション内容の吟味と資料の作成 

 ２．プレゼンテーション（練習） 

 ３．質疑応答（対策） 

＜注意点＞ 

 ・わかりやすく研究の意義・重要性・波及効果を説明 

 ・予算の使い方、業績不十分等を指摘されないこと 
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５．公的資金申請書作成支援 
（計画・作成・ヒアリングまで） 
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書き始める前に、 

不採択の主な理由を頭に入れておく 

１．資金が十分なかったので、よい研究開発で
あるが、不採択とせざるを得なかった 

２．資金配分機関の関心外の研究開発テーマ
を設定していた 

３．応募者が、資金配分機関の申請ガイドライ
ン（募集要項等）の指示を守っていなかった 

４．業務遂行能力・体制整備面で疑義が生じた 

５．提出書類が出鱈目 
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十分な時間的余裕があるか 

やる気は十分か 

★申請期限までに時間的余裕が十分あるか 

 ※慣れていない場合は、準備及び書類作成に相当時間
がかかります。その時間を考慮しておく 

 ※事前認定や登録等の手続きを済ませるなど、応募時
に制約がある場合がある 

 

★資金制度の採択そのものが目的となっていなか 
 ※採択後の研究遂行や報告で往々にしてつまずく  
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★研究者のペースで申請書作成を進めると、 

  締め切りまでに十分な仕上がりにならない 

  ことが往々にしてある 

     ※記載について役割分担を決める 
 

  ロードマップを作成し、進捗を管理すること 
      （予備日を設け、余裕を持たせる） 
    

    各記載項目の作成期限を守ってもらう 

      すぐに書ける組織概要等から着手する 

 

 

スケジュール管理を必ず行うこと 
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応募する資金制度とフィットし、 

勝ち目があるか再度確認 

１．公募要項を再度精読 

  目的、対象分野、研究経費額、付帯要件の有無等 

  ※資金配分機関の期待する内容を調査 
 

２．過去の採択案件の傾向分析 

  研究範囲（抽象度）、難易度、成果等 
 

３．科研費であれば、申請する「研究種目」、「系・分野・ 

  分科・細目」 、「代表・分担」、「併願」について精査 

 
Copyright Yoshiaki Ozawa, 2016.   All rights Reserved. 44 

http://www.meiji.ac.jp/index.html


研究計画のアウトライン策定 
（ブレーンストーミング等） 

★申請書作成の効率をあげたいなら、まず、参画者どうし 

 でブレーンストーミングし、アウトラインを策定する 

 １．アピールポイントと希少資源（人・カネ・もの・情報） 

   の確認 

 ２．独創性の確認（競合研究との比較優位性） 

 ３．ロジックの確認 

   問題提起⇒課題抽出⇒方法論⇒予想成果 

 ＜作成前の最終確認（矛盾箇所の解消）＞ 

 ※１）申請書に記載すべき10項目を確認のこと 
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免疫学の石坂公成先生が 

恩師から言われたこと 
 ダン・キャンベル先生：「実験をする前に論文を書け」 

           

 石坂公成先生：「御冗談でしょう？！」 

 

 ダン・キャンベル先生：「ランドシュタイナーはいつもそうしてい
た、今のお前にはそれができるはずだ」 

 

 仕方がないので、先生の言葉に従って、予測のもとに論文を
書いてから実験をした。これが大変なアドバイスになった。 

 論文を書いてから調査・実験をすると、結論を出すために必
要な対照は完ぺきに取れる。手元にあるわずかな情報だけ
で、最初にストーリーの全体構成をつくることができる。    
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                   出典：『仮説思考』内田和成著、日本経済新聞『私の履歴書』 



※１研究計画調書に記載すべき内容（①～⑩） 

研究ステージ 

①今まで 

 どのような 

 研究を行っ 

 てきたか？ 

研究期間（１～５年） 

⑦この研究の目標を達成するために解決 

 すべき個別の課題はどのようなものか？ 

⑧それらを解決するアプローチはどのような 

 ものか？（研究計画） 
⑨研究が計画どおり進まない場合の対応策 

 はどのようなものか？ 

⑩本研究を効果的に実施するための研究 

 体制と必要経費はどのような内容か？ 

②どのような成
果が得られてい
るか？（今まで
何がわかってい
るか？） 

③本研究の推進により 

 将来めざす方向は？ 

  

申請 

先行研究  後続研究 

 

⑤本研究期間に、何を 

 どこまで明らかにする？ 

 （目標） 

ハードル 

ハードル 

④当該・関連分野への学術的貢献・ 
インパクト・他分野への波及効果は？ 

注）この位置は研究ごと 

  に変化します 

⑥本研究の今までにない切り口や 

  着眼点・独創性は何か？ 

 （他の研究動向の把握を含む） 

「研究 

 目的」 
 欄 

「研究計画・
方法」欄 
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※１研究計画調書に記載すべき内容（①～⑩）（理科系用） 

研究ステージ 
基礎研究   応用研究（実用化研究） 

例： 
・製品 

・製品要素 

・研究用ツール 

・教育用ツール 

・機構の解明 

・公式・定理 

・ソフトウェア 

・データベース 

・マニュアル 

・社会基盤 

・環境保全 

・省エネ 

・モデル構築 

・政策提言 

①今まで 

 どのような 

 研究を行っ 

 てきたか？ 

研究期間（１～５年） 

⑦この研究の目標を達成するために解決 

 すべき個別の課題はどのようなものか？ 

⑧それらを解決するアプローチはどのような 

 ものか？（研究計画） 
⑨研究が計画どおり進まない場合の対応策 

 はどのようなものか？ 

⑩本研究を効果的に実施するための研究 

 体制と必要経費はどのような内容か？ 

②どのような成
果が得られてい
るか？（今まで
何がわかってい
るか？） 

③本研究の推進により 

 将来めざす方向は？ 

  

申請 

⑤本研究期間に、何を 

 どこまで明らかにする？ 

 （目標） 

ハードル 

ハードル 

④当該・関連分野への学術的貢献・ 
 社会へのインパクト・波及効果は？ 

注）この位置は研究ごと 

  に変化します 

⑥本研究の今までにない切り口や 

  着眼点・独創性は何か？ 

 （他の研究動向の把握を含む） 

「研究 

 目的」 
 欄 

「研究計画・方法」欄 
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★目的をもって研究課題を概観する 

 解くべき課題を分解して、大胆な仮説を立てる 

 

 仮説を証明あるいは否定するための方法論を
展開する（理想：最終成果到達からバックキャストし
て、それらを裏付けるための調査・研究を計画する） 

   

      目的合理性を意識する 
   

      

採択の主流は課題解決型に 
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事前に明らかにしておくこと 

製品・サービス・設備の「あるべき姿」 

ギャップ＝問題 

１．「あるべき姿」をきっちりと理解・認識する 

２．現時点の状況（問題点）を把握する 

３．ギャップを埋めるための具体的な方法を提案する 

現時点の製品・サービス・設備 

完
成
度
・ク
オ
リ
テ
ィ
ー 
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研究課題をロジカルに説明する方法 
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問題提起 

解決方法の考案・提示 

具体的手順の検討・提示 

課題（仮説）の構築 

What 

Where 問題の概念化・掘り下げ・絞り込み 

Why 

How 

Do 

はじめから「How」が決まっていることが多い 

Whatを十分考えた上で、Why やHowを決めないとおかしくなる 

意義・重要性・ 

波及性・普遍
性の確認 

独創性の確認 

目的 （ストーリーとして表現する） 



方法論を含め本テンプレートに落とし込んで確認 

研究終了までに明らかにする内容 

独創性 意義・重要性 波及効果 

方法論 

サブテーマ（１） サブテーマ（２） サブテーマ（３） 

手順・フロー 手順・フロー 手順・フロー 

得られる知見 得られる知見 得られる知見 

サブテーマを総合する方法 

（得られる総合知見） 
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その他、RAが精査すべきポイント 

１．予備的な取り組みの説明 

２．予算の精査 

３．外部評価、アドバイザーを含むPDCA計画 

  ※科研費等の個人型では不要 

４．コンプライアンス対応（倫理委員会等の有無） 

５．成果の発表、活用・運用の方法 

６．知的財産化戦略、事業化戦略 

  ※知財・インキュベーション部門があれば説明 

７．読みやすさ、見た目への配慮 
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ヒアリング対応（書面審査後） 

１．プレゼンテーション内容の決定 

２．パワーポイント等のスライド資料作成 

  ※ビジュアル的に優れ、過不足なく、簡潔なもの 

３．プレゼンテーション・リハーサル 

４．想定質問への回答準備 
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６．審査委員心理の把握 
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審査委員の最大の関心事 

１．研究の意義・重要性  

２．研究計画の成功確率の高さ 
 『理科系の作文技術』木下是雄著より 

 何で判断する？ ⇒ 

  ・研究業績 

  ・必要な資源の有無 

  ・予備的研究 ⇒ データ（知見）が出ている 

  ・よく練られた研究計画（具体的な記載） 

  ・研究人材等体制整備の充実 

  ・うまくいかなかったときの対策  など 
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審査の際に重視する７つの点 

１．資金配分機関の狙いと申請内容とが合致しているか 

２．研究計画に対して、期間、体制、経費とがバランスして
いるか 

３．資金配分機関が求めている内容（たとえば、特定分野
や実施の形態など）が申請書に記載されているか 

４．目的・目標・実行計画とが整合し、明確になっているか 

５．研究期間内に実施できる範囲であるか 

６．申請者の将来構想に対して、申請者の専門性が活か
される計画になっているか 

７．資金の申請額が、資金配分機関にて拠出可能か 
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その他、採択されるため原則 

★不慣れな申請者は知っていることの
すべてを書こうとする。熟知した申請
者は聞き手の質問に忠実に答えるこ
とに配慮する 
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７．採択率を上昇させるコツ１２ 

（ビギナー向け） 
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コツ １ 

 過去に採択された申請書を多読する
に限る 
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コツ ２ 

 重要箇所を審査委員に覚えてもらう
ため、ハイライトするか、注釈を入れ
よ 
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コツ ３ 

 記載が求められている内容は、それ
ぞれが評価基準と直結している。聞
かれている質問には直接答えること 
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コツ ４ 

 アウトラインを必ず作る。アウトライン
が緻密であればあるほど、本文が書
きやすくなる 
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コツ ５ 

 ニーズやインパクトにかかる根拠（デ
ータ）を集める 
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コツ ６ 

 求められていない情報でもアピール
できる内容であれば申請書に含める
べし 
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コツ ７ 

 チャートやグラフを使って説明せよ。
チャートやグラフにはキャプションを
いれよ 

Copyright Yoshiaki Ozawa, 2016.   All rights Reserved. 66 

http://www.meiji.ac.jp/index.html


コツ ８ 

 ゴールを明確にせよ。将来の目標は
広くせよ 
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コツ ９ 

 何をやりたいのか明確にせよ 
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コツ 10 

 構想を具体的に書くこと。実施内容、
データ等の分析方法をより具体的に 
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コツ 11 

 複数の人に読んでもらうこと。その道
のエキスパートでない人が読んだ時
の意見が重要 

Copyright Yoshiaki Ozawa, 2016.   All rights Reserved. 70 

http://www.meiji.ac.jp/index.html


コツ 12 

 72時間ルールは常時適用すべし 
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コツの参考文献 

１. 101 Tips for Aspiring Grant Writers, 

Veronica Robbins 

2. The Research Funding Toolkit, 

Jacqueline Aldridge & Andrew M. 

Derrington  

3. How to Become a Grant Writing  

Consultant, Beverly A. Browning 
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ご清聴ありがとうございました 

 
リサーチアドミニストレータ 

としてご活躍されることを 

期待しています 
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